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２３ いただきま旬

パワフル３兄弟！！
　滝野泰雅くん（11）と天馬くん（７）、剣悠くん（５）
は、とっても元気な３兄弟です！！
　お兄ちゃんの泰雅くんは毎日サッカーの練習を頑
張っています⚽将来の夢はイニエスタ選手のような
世界で通用するサッカー選手になることです！
　天馬くんは空手を習っていて、学校では算数や体
育の教科が好きです��将来は空手選手になりたい
です！
　仮面ライダーになるのが夢という剣悠くんは、マ
マのことが大好き♡天馬くんといっしょにおばあ
ちゃんの家の畑でトカゲを捕まえるのが得意です��

たい が てん ま けんゆう

❤ケロ❤

農業収入だけでは子育てが難しい現実
　JA青壮年部は、農業の担い手を主とする組織です。現在問題となっているのは、農業
資材の高騰です。農産物価格は、農業資材等の値上がり分を販売価格に反映できる仕
組みはなく、市場価格つまり、需要と供給のバランスにゆだねられているのが現状です。
そのため、再生産できない価格で取引されることも多く、農業収入で生活できない人も
増えています。

　農業は国の基であり、国民の食を支えるのはもちろん、農地を維持
することで国土が守られていると言えます。最近の不安定な国際情勢
の中で、食料安全保障の面でもこれ以上農業が衰退することは近い
将来大変な状況を招くのではと懸念しています。JA青壮年部の盟
友が一致団結して国や行政に強く働きかけ、農業収入だけで生活
し、子育てができる持続可能な農業を実現していきたいです。

じゃがいもの収穫をする西岡
さん

SDGs（エスディージーズ）とは、
国連サミットで採択された国際社会
共通の持続可能な開発目標です。

もとい

青壮年部委員長 兼 理事
　西岡 洋司

＜＜＜ 旬
　JA松山市管内の出荷時
期は、５月下旬から９月中旬
です。

＜＜＜ 栄養
　美肌に役立つと
いわれているイソ
フラボンや、疲労回
復が期待できるビ
タミン類など、多く
の栄養が含まれて
います。

＜＜＜ 調理のコツ
　サヤの端を切り、多めの塩で
もみ、うぶ毛を落としてしばらく
放置します。沸騰したお湯で固
ゆでし、自然に冷まします。

＜＜＜ 選び方
　サヤの色が鮮やかな緑色で、マ
メがふっくらと均一に並んでいる
ものを選びましょう。

枝つきを選ぼう！
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営農指導員の
適切な経営指
導により、年間
を通して収入
のある農家の
増大

契約販売や値
決め販売による
単価の安定や
底上げ

農産物直販所
（産直市・㈱松
山生協）の活性
化による取扱高
の拡大

1、

 
2、

 
3、

安定した農業所得確保への取り組み強化

ＪＡ出荷者の要望に
応える栽培や農業
経営指導の充実

農の匠による
技術伝承

品目別選任販売担
当者による市場と
の連携強化により
販売単価の向上

農産物直売所
出荷者  1,000名

取扱高  3億1,000万円

　2019年度から導入した「品目担当指導員」「地域担当指導員」「営農相談員」
の体制は継続し、ＪＡ出荷者へ栽培技術や選別荷造、経営指導を行いました。　
　経験の浅い営農指導員のレベルアップのため、再雇用職員やベテラン職員と
の同行訪問を実施し、出向く営農指導体制を整え、個別農家への栽培指導を強
化しました。

　生産部会員へ優れた栽培技術を伝承する「農の匠」事業は、６品目（松山長ナ
ス・トマト・ピーマン・レタス・蚕豆・柑橘）で実施しました。各品目計11名体制に
て、現地巡回指導や栽培講習会を３年間で58回行い、部会員からも好評で経験
の浅い生産者の栽培技術の底上げにつながっています。

　2020年度より品目別販売担当者を配置し、市場との連携・情報交換を強化し
販売単価の底上げにつなげました。
　トップセールスを含め対面販売でのＰＲができない中で、ミニのぼり・チラシ等
の販促グッズを作成しwithコロナに対応した販促活動に取り組んでいます。出
荷者の減少や厳しい輸送環境の中で、効率的な集出荷体制の構築と輸送方法
の見直しを行い、有利販売につなげます。

　ふれあい産直市福音寺と松山生協生産者コーナー合計の出荷者は918名、
取扱高は３億212万円となりました。取扱高は、ふれあい産直市福音寺が前年度
より700万円増加し、松山生協生産者コーナーと合わせた目標に対し97.5％の
達成率となりました。2021年度に発足した「ふれあい産直市部会」を土台に直売
所販売のさらなる強化に取り組みます。

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

出荷者数918名
（91.8％）

取扱高3億212万円

生産部会組織
の活性化による
基幹作物の維
持・拡大

各部会が中心
となり品目ごと
に収量向上と
品質改善を実
現する

産地振興の基
礎となる高品質
な苗の安定提供

1、

2、

3、

農作物の産地振興

作付面積1,500ha
（穀類・園芸・花き・

果樹）

　農業者の高齢化や後継者不足により生産農家数や生産面積が減少する中、
作付面積は1445.1haの実績となりました。県推奨の水稲品種である「ひめの凛」
は昨年より12.0ha増加の28.4ha、飼料用米多収性品種「媛育71号」は6.0haでの
作付け、麦類に関しては、はだか麦が289.0ha、小麦が32.8haとなり面積を維持
することができましたが、園芸・花きとも作付面積は減少、果樹は作付面積現状
維持の中、高単価な品種にシフトしています。

　生産者の要望に応える高品質の移植苗・定植苗の安定供給を行うことができ
ました。部会苗（トマト・ピーマン・松山長ナス・イチゴ）33.3万本、葉菜類7.8ha分
を供給しました。しかし、部会の栽培面積の減少により供給量は低下し、３年間で
は、部会苗99万本、葉菜類29.2ha分の供給となりました。

　生産部会員の圃場で、初期生育の安定と収量・食味の向上、コスト削減を目
的として、品種・肥料・農薬等の実証栽培に取り組みました。　　
　関係機関と連携して品種試験・農薬試験を実施し、生育および収量調査の結
果を基に次期作に向けて栽培指針の検討、改善に取り組みました。

移植苗・定植苗の供
給量拡大と農家の
要望に応える苗質

の実現

品目ごとの収量向上
と品質改善を実現

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

作付面積
1,455ha
（96.3％）

ＪＡと生産部会組
織の連携強化に
よる生産資材の
予約率向上

予約肥料・農薬
の支所での引取
りに対する値引
きの継続と大口
取引者への奨
励対策の継続

購買事業の効
率化を図り、農
家訪問による適
切な資材推進
により予約率の
向上を図る

1、

2、

3、

農家の生産資材コスト低減への支援

肥料・農薬
予約率70％

　予約肥料・農薬の値引きの継続と、生産部会組織との連携によって肥料・農薬
の予約率向上に取り組んだ結果、2022年度は2019年度の53.3％から大きく予
約率を向上させることができました。

　各所場からＦＡＸで行われていた仕入発注を2023年１月からＲＰＡを活用する
ことにより事務処理の軽減を行いました。

　肥料高騰に対する支援として予約肥料・農薬の引取値引きを８%から10％に
変更しました。
　店舗再編を行った地域においても、ＪＡ施設を利用して予約購買品の引き取り
を継続し、農家の利便性を確保しました。

　今年度は肥料高騰に伴う値引き対策として予約肥料・農薬の値引き率を上げ
たことにより、大口取引者に対する奨励は実施しませんでした。

ＲＰＡの運用による
購買担当者の農家
訪問の拡大

引取りの場合、
予約肥料・農薬の
価格値引継続

大口取引者に対する
奨励対策の継続

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

予約率
71.2%

（101.7％）

ＪＡと地域、農家
と地域住民を
つなぐ幅広い
世代への広報
活動

地域コミュニ
ティの活性化を
図るため各種イ
ベントを開催

移動金融店舗
車・移動販売車
の定期運行

1、

2、

3、

地域とのつながりを強化

メディアを活用した
広範囲で効果的な
情報の発信

　2020年に始めた動画配信は、人員不足・コロナ禍によりコンスタントに配信が
できなくなり中止しましたが、2021年度より広報誌「だいち」の一部准組合員への
配布を始めました。また、コロナ禍でもマスコミ各社へのプレスリリースを継続
し、新聞やテレビで情報を発信しました。

　ふれあい部では、コロナ禍で制約はあったものの、屋外で行う「食とエコの子ど
も学級」を開催したほか、松山市内の小学生を対象に、産地での収獲体験や集荷
場見学などを行う「久万高原満喫親子バスツアー」を新たに企画実施しました。
　共済部では、こども倶楽部会員に多肉植物寄せ植えイベントや産前産後の母
親対象バランスボールエクササイズを開催しました。また、地域住民を対象とした
野球教室、赤ちゃんハイハイレース、子育てフェスタ等、多種多様のイベントを開
催し、新型コロナウィルス自粛ムードの解消に努めました。

　移動金融店舗車の運行は2地区から3地区へ変更し、地域利用者の利便性に
努めてきましたが、1日当たりの利用者数の減少など、運行については適宜変更
していくことも考えています。
　移動販売車については、ある一定の利用・売り上げも保っており、引き続き定
期運行の継続が必要と考えます。
　また、久万管内において現在、移動販売車2台で運行しており、年間で延べ1
万6,122人の利用がありました。次年度は支所再編による店舗廃止地区への利
便性向上のため、1台増車し3台体制での運行を検討しています。

年５回以上の体験
型イベントを実施

移動金融店舗車・
移動販売車の
定期運行継続

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

年７回の
イベント実施
（140.0％）

自己改革でココが変わりました
����～����年度

　JA松山市は「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を実現するために、自己改革に取り組んでいます。昨年度
までの3ヶ年の自己改革の成果や課題と、それを踏まえて掲げた2023年から2025年度にかけての目標をご紹介します。

JA松山市の自己改革特 集

将来を見据えた農業者の育成と支援の継続

担い手経営体数の
増大

担い手経営体数
340

担い手経営体数
369（108.5％）

　認定農業者は2019年度より44人増加して349人、農業生産法人は20法人で、
合計した担い手経営体数は369経営体となりました。
　担い手経営体への経営支援として、農事組合法人4法人への会計業務支援を
継続しました。

　生産部会との連携や栽培説明会の実施などによって３年間で、新規就農者10
名、新規栽培者87名を確保することができました。

　無人ヘリ防除については３年間で、麦105.27ha・水稲968.8haの防除を行いま
した。また、ドローン１機を取得し、無人ヘリで防除が難しい圃場での農薬散布実
証を行いました。　　　　
　マルチャー作業支援については３年間で、レタス・蚕豆・枝豆・花きで、283件・
24.43ha、レタスのトンネル杭打ちでは、８件・1.72haの作業支援を行い、労力軽
減および栽培面積の維持を図ることができました。

　３年間で延べ94件、１億8，593万円の農業資金の新規貸出を行うことができま
した。
　ＪＡバンクえひめの応援プログラム等も活用しながら、農業者や担い手経営体
に対して金融支援を継続します。

　農業生産法人（サンファーム）との連携により３年間でイチゴの研修生９名、久
万高原農業公社との連携でトマトの研修生17名に営農指導を行いました。その
うち、2022年度にトマト栽培研修生２名が新規就農しました。また、2022年度より
新規就農研修センターを設置し、研修生1名が研修中です。研修中から農業生
産法人・行政・生産部会と連携し、円滑な就農に向けて農地や栽培施設取得な
どの支援を実施しました。

地域や農家の情
報、農業塾により新
規就農者や新規栽
培者を掘り起こし、
栽培推進

マルチャー支援や
ヘリ防除の継続

農業者や担い手経
営体への金融支援

ＪＡが行政や農業
生産法人・生産部
会組織それぞれと
連携し、新規就農
者の育成を強化

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

…達成　　…あともう一歩

担い手経営体
（認定農業者・
農業生産法人・
集落営農組織）
の育成と拡大

新規就農者の育
成・指導の継続

主要品目にお
ける新規栽培
者の募集と既
存栽培者の規
模拡大

農作業支援の
拡大や経営体
（法人等）に対
する経営支援
の強化

1、

2、

3、

4、

05 04



営農指導員の
適切な経営指
導により、年間
を通して収入
のある農家の
増大

契約販売や値
決め販売による
単価の安定や
底上げ

農産物直販所
（産直市・㈱松
山生協）の活性
化による取扱高
の拡大

1、

 
2、

 
3、

安定した農業所得確保への取り組み強化

ＪＡ出荷者の要望に
応える栽培や農業
経営指導の充実

農の匠による
技術伝承

品目別選任販売担
当者による市場と
の連携強化により
販売単価の向上

農産物直売所
出荷者  1,000名

取扱高  3億1,000万円

　2019年度から導入した「品目担当指導員」「地域担当指導員」「営農相談員」
の体制は継続し、ＪＡ出荷者へ栽培技術や選別荷造、経営指導を行いました。　
　経験の浅い営農指導員のレベルアップのため、再雇用職員やベテラン職員と
の同行訪問を実施し、出向く営農指導体制を整え、個別農家への栽培指導を強
化しました。

　生産部会員へ優れた栽培技術を伝承する「農の匠」事業は、６品目（松山長ナ
ス・トマト・ピーマン・レタス・蚕豆・柑橘）で実施しました。各品目計11名体制に
て、現地巡回指導や栽培講習会を３年間で58回行い、部会員からも好評で経験
の浅い生産者の栽培技術の底上げにつながっています。

　2020年度より品目別販売担当者を配置し、市場との連携・情報交換を強化し
販売単価の底上げにつなげました。
　トップセールスを含め対面販売でのＰＲができない中で、ミニのぼり・チラシ等
の販促グッズを作成しwithコロナに対応した販促活動に取り組んでいます。出
荷者の減少や厳しい輸送環境の中で、効率的な集出荷体制の構築と輸送方法
の見直しを行い、有利販売につなげます。

　ふれあい産直市福音寺と松山生協生産者コーナー合計の出荷者は918名、
取扱高は３億212万円となりました。取扱高は、ふれあい産直市福音寺が前年度
より700万円増加し、松山生協生産者コーナーと合わせた目標に対し97.5％の
達成率となりました。2021年度に発足した「ふれあい産直市部会」を土台に直売
所販売のさらなる強化に取り組みます。

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

出荷者数918名
（91.8％）

取扱高3億212万円

生産部会組織
の活性化による
基幹作物の維
持・拡大

各部会が中心
となり品目ごと
に収量向上と
品質改善を実
現する

産地振興の基
礎となる高品質
な苗の安定提供

1、

2、

3、

農作物の産地振興

作付面積1,500ha
（穀類・園芸・花き・

果樹）

　農業者の高齢化や後継者不足により生産農家数や生産面積が減少する中、
作付面積は1445.1haの実績となりました。県推奨の水稲品種である「ひめの凛」
は昨年より12.0ha増加の28.4ha、飼料用米多収性品種「媛育71号」は6.0haでの
作付け、麦類に関しては、はだか麦が289.0ha、小麦が32.8haとなり面積を維持
することができましたが、園芸・花きとも作付面積は減少、果樹は作付面積現状
維持の中、高単価な品種にシフトしています。

　生産者の要望に応える高品質の移植苗・定植苗の安定供給を行うことができ
ました。部会苗（トマト・ピーマン・松山長ナス・イチゴ）33.3万本、葉菜類7.8ha分
を供給しました。しかし、部会の栽培面積の減少により供給量は低下し、３年間で
は、部会苗99万本、葉菜類29.2ha分の供給となりました。

　生産部会員の圃場で、初期生育の安定と収量・食味の向上、コスト削減を目
的として、品種・肥料・農薬等の実証栽培に取り組みました。　　
　関係機関と連携して品種試験・農薬試験を実施し、生育および収量調査の結
果を基に次期作に向けて栽培指針の検討、改善に取り組みました。

移植苗・定植苗の供
給量拡大と農家の
要望に応える苗質

の実現

品目ごとの収量向上
と品質改善を実現

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

作付面積
1,455ha
（96.3％）

ＪＡと生産部会組
織の連携強化に
よる生産資材の
予約率向上

予約肥料・農薬
の支所での引取
りに対する値引
きの継続と大口
取引者への奨
励対策の継続

購買事業の効
率化を図り、農
家訪問による適
切な資材推進
により予約率の
向上を図る

1、

2、

3、

農家の生産資材コスト低減への支援

肥料・農薬
予約率70％

　予約肥料・農薬の値引きの継続と、生産部会組織との連携によって肥料・農薬
の予約率向上に取り組んだ結果、2022年度は2019年度の53.3％から大きく予
約率を向上させることができました。

　各所場からＦＡＸで行われていた仕入発注を2023年１月からＲＰＡを活用する
ことにより事務処理の軽減を行いました。

　肥料高騰に対する支援として予約肥料・農薬の引取値引きを８%から10％に
変更しました。
　店舗再編を行った地域においても、ＪＡ施設を利用して予約購買品の引き取り
を継続し、農家の利便性を確保しました。

　今年度は肥料高騰に伴う値引き対策として予約肥料・農薬の値引き率を上げ
たことにより、大口取引者に対する奨励は実施しませんでした。

ＲＰＡの運用による
購買担当者の農家
訪問の拡大

引取りの場合、
予約肥料・農薬の
価格値引継続

大口取引者に対する
奨励対策の継続

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

予約率
71.2%

（101.7％）

ＪＡと地域、農家
と地域住民を
つなぐ幅広い
世代への広報
活動

地域コミュニ
ティの活性化を
図るため各種イ
ベントを開催

移動金融店舗
車・移動販売車
の定期運行

1、

2、

3、

地域とのつながりを強化

メディアを活用した
広範囲で効果的な
情報の発信

　2020年に始めた動画配信は、人員不足・コロナ禍によりコンスタントに配信が
できなくなり中止しましたが、2021年度より広報誌「だいち」の一部准組合員への
配布を始めました。また、コロナ禍でもマスコミ各社へのプレスリリースを継続
し、新聞やテレビで情報を発信しました。

　ふれあい部では、コロナ禍で制約はあったものの、屋外で行う「食とエコの子ど
も学級」を開催したほか、松山市内の小学生を対象に、産地での収獲体験や集荷
場見学などを行う「久万高原満喫親子バスツアー」を新たに企画実施しました。
　共済部では、こども倶楽部会員に多肉植物寄せ植えイベントや産前産後の母
親対象バランスボールエクササイズを開催しました。また、地域住民を対象とした
野球教室、赤ちゃんハイハイレース、子育てフェスタ等、多種多様のイベントを開
催し、新型コロナウィルス自粛ムードの解消に努めました。

　移動金融店舗車の運行は2地区から3地区へ変更し、地域利用者の利便性に
努めてきましたが、1日当たりの利用者数の減少など、運行については適宜変更
していくことも考えています。
　移動販売車については、ある一定の利用・売り上げも保っており、引き続き定
期運行の継続が必要と考えます。
　また、久万管内において現在、移動販売車2台で運行しており、年間で延べ1
万6,122人の利用がありました。次年度は支所再編による店舗廃止地区への利
便性向上のため、1台増車し3台体制での運行を検討しています。

年５回以上の体験
型イベントを実施

移動金融店舗車・
移動販売車の
定期運行継続

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

年７回の
イベント実施
（140.0％）

自己改革でココが変わりました
����～����年度

　JA松山市は「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を実現するために、自己改革に取り組んでいます。昨年度
までの3ヶ年の自己改革の成果や課題と、それを踏まえて掲げた2023年から2025年度にかけての目標をご紹介します。

JA松山市の自己改革特 集

将来を見据えた農業者の育成と支援の継続

担い手経営体数の
増大

担い手経営体数
340

担い手経営体数
369（108.5％）

　認定農業者は2019年度より44人増加して349人、農業生産法人は20法人で、
合計した担い手経営体数は369経営体となりました。
　担い手経営体への経営支援として、農事組合法人4法人への会計業務支援を
継続しました。

　生産部会との連携や栽培説明会の実施などによって３年間で、新規就農者10
名、新規栽培者87名を確保することができました。

　無人ヘリ防除については３年間で、麦105.27ha・水稲968.8haの防除を行いま
した。また、ドローン１機を取得し、無人ヘリで防除が難しい圃場での農薬散布実
証を行いました。　　　　
　マルチャー作業支援については３年間で、レタス・蚕豆・枝豆・花きで、283件・
24.43ha、レタスのトンネル杭打ちでは、８件・1.72haの作業支援を行い、労力軽
減および栽培面積の維持を図ることができました。

　３年間で延べ94件、１億8，593万円の農業資金の新規貸出を行うことができま
した。
　ＪＡバンクえひめの応援プログラム等も活用しながら、農業者や担い手経営体
に対して金融支援を継続します。

　農業生産法人（サンファーム）との連携により３年間でイチゴの研修生９名、久
万高原農業公社との連携でトマトの研修生17名に営農指導を行いました。その
うち、2022年度にトマト栽培研修生２名が新規就農しました。また、2022年度より
新規就農研修センターを設置し、研修生1名が研修中です。研修中から農業生
産法人・行政・生産部会と連携し、円滑な就農に向けて農地や栽培施設取得な
どの支援を実施しました。

地域や農家の情
報、農業塾により新
規就農者や新規栽
培者を掘り起こし、
栽培推進

マルチャー支援や
ヘリ防除の継続

農業者や担い手経
営体への金融支援

ＪＡが行政や農業
生産法人・生産部
会組織それぞれと
連携し、新規就農
者の育成を強化

取組事項 目標 成果 �ヶ年の成果や課題

…達成　　…あともう一歩

担い手経営体
（認定農業者・
農業生産法人・
集落営農組織）
の育成と拡大

新規就農者の育
成・指導の継続

主要品目にお
ける新規栽培
者の募集と既
存栽培者の規
模拡大

農作業支援の
拡大や経営体
（法人等）に対
する経営支援
の強化

1、

2、

3、

4、
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����年度より組合員を対
象にモニター制度を導入
しました

食卓に並ぶ農産物の収
穫や流通について親子で
学ぶバスツアーを開催し
ました

����年��月にバリアフ
リー化し、棚も取りやすい
ようリニューアルしました

今年１月に「まつやま農林水産物ブランド」
に認定された興居島レモン

労力の削減ができる肥料散
布機の貸し出しをしています

松前町でははだか麦の栽培が盛んです

自己改革でココを変えていきます
����～����年度

地域に欠かせない多様な担い手の育成を！
　持続可能な農業の実現に向けて、社会情勢やJAを取り巻く環境をふまえ、新たな工程表を策定いたしました。今後は、
認定農業者や農業法人、集落営農組織だけでなく、小規模農家や兼業農家を含めた多様な担い手を育成することと新
規就農者を確保することが、地域農業の維持には欠かせません。
　化学肥料の高騰に対しては、今年度も独自に予約肥料・農薬の値引き対応を継続しており、これを多くの組合員に活
用いただくことが、農家の経営支援につながると考えております。肥料・農薬の予約率を向上させるために、購買処理に
AI事務機器を導入することで、時間に余裕のできる職員が積極的に農家を訪問し、情報提供に努めます。

　「将来にわたり安全・安心な農畜産物を消費者へ提供できる、持続可能な農業を実現する」
ことを基本とし、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を具現化します。

基本方針

行政や関係機関と一体となり小規模農家を含む多様な担い手や新規就農者の育成
と確保。
安定した農業所得確保に向け、営農指導体制の充実と販売力強化により農畜産物
販売高を維持。
地域特性を活かした基幹作物の維持拡大と産地づくりを強化。
地域別基幹作物
　都市部：松山長なす・松山一寸そらまめ・白葱・キャベツ・イチゴ・直販品
　平野部：米・裸麦・レタス・枝豆・白葱・イチゴ・新テッポウユリ・畜産
　島しょ部：温州みかん・中晩柑（イヨカン・紅まどんな・せとか・甘平など）・レモン
　中山間部：久万高原清流米・トマト・ピーマン・大根・畜産
生産資材コストの低減を進める。
ＪＡの総合事業を活かして、地域とのつながりを強化。

１.

２.

３.

４.
５.

重点目標

農畜産物販売高　24億7千万円
内　受託販売取扱高16億2千万円・独自米販売高5億4千万円・産直市3億1千万円

　　2022年度実績　農産物販売高25億6千万円　　　　　　　　　　　　　　
　　　うち　受託販売取扱高16億7千万円・独自米販売高5億9千万円・農産物産直市
　　　販売高3億212万円（産直市出荷者918名）
農家や経営体の数3,476
（2022年度実績　農家や経営体の数3,301）
生産資材（肥料・農薬）の予約率74％
（2022年度実績　71.2％）

・

・

・

３年後の姿

将来にわたって必要とされる組織へ

　2020年からの社会活動は新型コロナウイルス感染症に翻弄さ
れ、経済や国民生活に大きな影響を及ぼしました。当ＪＡの事業も行
動制限の状況が続き、事業運営は非常に厳しいものとなりました。
　こうした情勢のなか、将来にわたって必要とされる組織として、安
全・安心な農畜産物を消費者へ提供できる持続可能な農業を実現
することを基本とし、「自己改革工程表」を策定して取り組んできまし

た。その結果、担い手数が増加した事や肥料・農薬の予約率向上で農家のコスト低減に寄与する
ことができました。また、財務内容の健全化に関しては、自己資本比率・不良債権比率が大きく改
善しました。今年度から第３次自己改革工程表を３ヵ年目標で策定し、「農業者の所得増大」「農業
生産の拡大」「地域の活性化」の実現に向け、役職員一丸となって取り組みます。
　自己改革に終わりはなく、変わりゆく時代と環境に対応できる組織であり続けるために着実に歩
みを進めてまいります。

トップのことば

代表理事組合長　阿部 和孝
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����年度より組合員を対
象にモニター制度を導入
しました

食卓に並ぶ農産物の収
穫や流通について親子で
学ぶバスツアーを開催し
ました

����年��月にバリアフ
リー化し、棚も取りやすい
ようリニューアルしました

今年１月に「まつやま農林水産物ブランド」
に認定された興居島レモン

労力の削減ができる肥料散
布機の貸し出しをしています

松前町でははだか麦の栽培が盛んです

自己改革でココを変えていきます
����～����年度

地域に欠かせない多様な担い手の育成を！
　持続可能な農業の実現に向けて、社会情勢やJAを取り巻く環境をふまえ、新たな工程表を策定いたしました。今後は、
認定農業者や農業法人、集落営農組織だけでなく、小規模農家や兼業農家を含めた多様な担い手を育成することと新
規就農者を確保することが、地域農業の維持には欠かせません。
　化学肥料の高騰に対しては、今年度も独自に予約肥料・農薬の値引き対応を継続しており、これを多くの組合員に活
用いただくことが、農家の経営支援につながると考えております。肥料・農薬の予約率を向上させるために、購買処理に
AI事務機器を導入することで、時間に余裕のできる職員が積極的に農家を訪問し、情報提供に努めます。

　「将来にわたり安全・安心な農畜産物を消費者へ提供できる、持続可能な農業を実現する」
ことを基本とし、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を具現化します。

基本方針

行政や関係機関と一体となり小規模農家を含む多様な担い手や新規就農者の育成
と確保。
安定した農業所得確保に向け、営農指導体制の充実と販売力強化により農畜産物
販売高を維持。
地域特性を活かした基幹作物の維持拡大と産地づくりを強化。
地域別基幹作物
　都市部：松山長なす・松山一寸そらまめ・白葱・キャベツ・イチゴ・直販品
　平野部：米・裸麦・レタス・枝豆・白葱・イチゴ・新テッポウユリ・畜産
　島しょ部：温州みかん・中晩柑（イヨカン・紅まどんな・せとか・甘平など）・レモン
　中山間部：久万高原清流米・トマト・ピーマン・大根・畜産
生産資材コストの低減を進める。
ＪＡの総合事業を活かして、地域とのつながりを強化。

１.

２.

３.

４.
５.

重点目標

農畜産物販売高　24億7千万円
内　受託販売取扱高16億2千万円・独自米販売高5億4千万円・産直市3億1千万円

　　2022年度実績　農産物販売高25億6千万円　　　　　　　　　　　　　　
　　　うち　受託販売取扱高16億7千万円・独自米販売高5億9千万円・農産物産直市
　　　販売高3億212万円（産直市出荷者918名）
農家や経営体の数3,476
（2022年度実績　農家や経営体の数3,301）
生産資材（肥料・農薬）の予約率74％
（2022年度実績　71.2％）

・

・

・

３年後の姿

将来にわたって必要とされる組織へ

　2020年からの社会活動は新型コロナウイルス感染症に翻弄さ
れ、経済や国民生活に大きな影響を及ぼしました。当ＪＡの事業も行
動制限の状況が続き、事業運営は非常に厳しいものとなりました。
　こうした情勢のなか、将来にわたって必要とされる組織として、安
全・安心な農畜産物を消費者へ提供できる持続可能な農業を実現
することを基本とし、「自己改革工程表」を策定して取り組んできまし

た。その結果、担い手数が増加した事や肥料・農薬の予約率向上で農家のコスト低減に寄与する
ことができました。また、財務内容の健全化に関しては、自己資本比率・不良債権比率が大きく改
善しました。今年度から第３次自己改革工程表を３ヵ年目標で策定し、「農業者の所得増大」「農業
生産の拡大」「地域の活性化」の実現に向け、役職員一丸となって取り組みます。
　自己改革に終わりはなく、変わりゆく時代と環境に対応できる組織であり続けるために着実に歩
みを進めてまいります。

トップのことば

代表理事組合長　阿部 和孝

07 06



重点実施事項
１. 将来を見据えた農業者の育成と支援の継続

2023年度 2024年度 2025年度

地域別生産者数
　　　  ・都市部　    922人
　　　  ・平野部　　1,537人
　　　  ・島しょ部　  243人
　　　  ・中山間部　 730人

地域別生産者数
　　　  ・都市部　    922人
　　　  ・平野部　　1,537人
　　　  ・島しょ部　  243人
　　　  ・中山間部　 730人

地域別生産者数
　　　  ・都市部　    922人
　　　  ・平野部　　1,537人
　　　  ・島しょ部　  243人
　　　  ・中山間部　 730人

小規模農家や兼業農家を含む多様
な担い手確保するため、農業塾の再
開を計画する

地域や農家の情報をもとに、新規
就農者や新規栽培者を堀り起こし、
栽培を推進する

農業者の労働力不足解消の手段と
して、生産部会を中心に農福連携を
すすめる

農業者の労働力不足解消の手段と
して、生産部会を中心に農福連携を
すすめる

農業者の労働力不足解消の手段と
して、生産部会を中心に農福連携を
すすめる

マルチャー作業支援と
ヘリ・ドローン防除を継続

農業塾を再開し、農業者の確保に
取り組む

地域や農家の情報をもとに、新規
就農者や新規栽培者を堀り起こし、
栽培を推進する

マルチャー作業支援と
ヘリ・ドローン防除を継続

農業塾を開催し、農業者の確保に
取り組む

地域や農家の情報をもとに、新規
就農者や新規栽培者を堀り起こし、
栽培を推進する

マルチャー作業支援と
ヘリ・ドローン防除を継続

● 多様な担い手と新規就農者の育成と確保を行う。

● 主要品目における新規栽培者の募集と既存栽培者の規模拡大を進める。

● 農作業支援の拡大や法人等に対する経営支援の強化を図る。

【取組事項】

２. 安定した農業所得確保への取り組み強化
● 篤農家や営農指導員の的確で迅速な指導により、農家所得を増大させる。

● 新たな設備整備構想への参加で出荷経費削減を目指すとともに、市場との連携により販売を強化する。

● 農畜産物の販売高を維持する。

2023年度 2024年度 2025年度

・「農の匠」による栽培技術の伝承
・出向く営農指導の継続とブロック制
による職員の協力体制の強化

・ＪＡ域を超えた集出荷施設整備構想
への参加
・市場関係者との連携強化により、情
勢に即応した有利販売の実施

農産物販売高　24億7千万円
うち  受託取扱高

　　　　16億2千万円
　独自米　5億4千万円
　産直市　3億1千万円

・「農の匠」による栽培技術の伝承
・出向く営農指導の継続とブロック制
による職員の協力体制の強化

・ＪＡ域を超えた集出荷施設整備構想
の具体化
・市場関係者との連携強化により、情
勢に即応した有利販売の実施

農産物販売高　24億7千万円
うち  受託取扱高

　　　　16億2千万円
　独自米　5億4千万円
　産直市　3億1千万円

・「農の匠」による栽培技術の伝承
・出向く営農指導の継続とブロック制
による職員の協力体制の強化

・ＪＡ域を超えた集出荷施設整備構想
の具体化
・市場関係者との連携強化により、情
勢に即応した有利販売の実施

農産物販売高　24億7千万円
うち  受託取扱高

　　　　16億2千万円
　独自米　5億4千万円
　産直市　3億1千万円

【取組事項】

３. 農作物の産地振興

2023年度 2024年度 2025年度

地域別生産面積
・都市部　　154ｈａ
・平野部　　907ｈａ
・島しょ部　  116ｈａ
・中山間部　326ｈａ

化学肥料を削減した栽培技術の導
入による生産コスト低減

高品質な移植苗・定植苗を安定的に
供給する

地域別生産面積
・都市部　　154ｈａ
・平野部　　907ｈａ
・島しょ部　  116ｈａ
・中山間部　326ｈａ

化学肥料を削減した栽培技術の普
及による生産コスト低減

高品質な移植苗・定植苗を安定的に
供給する

地域別生産面積
・都市部　　154ｈａ
・平野部　　907ｈａ
・島しょ部  　116ｈａ
・中山間部　326ｈａ

化学肥料を削減した栽培技術の普
及による生産コスト低減

高高品質な移植苗・定植苗を安定的
に供給する

● 地域特性を活かした基幹作物の面積維持・拡大と産地づくりを行う。

● 社会情勢に対応した栽培技術の導入と農家への普及を図る。

● 産地振興の基礎となる高品質な苗を安定的に供給する。

【取組事項】

５. 地域とのつながりを強化
● ＪＡと地域住民、農家と消費者とのつながりを深める広報活動を行う。

● 若年世代にJAに興味を持ってもらうためのデジタルコンテンツへの対応を進める。

● 移動金融店舗車・移動販売車の定期運行を継続する。

2023年度 2024年度 2025年度

正・准組合員、JAをつなげる広報誌
づくりと月1回以上のプレスリリースによ
りJAの取組みを伝える

動画配信に向けた広報活動を試行

移動金融店舗車・移動販売車の定
期運行継続

正・准組合員、JAをつなげる広報誌
づくりと月1回以上のプレスリリースによ
りJAの取組みを伝える

動画配信でタイムリーな情報発信を開始

移動金融店舗車・移動販売車の定
期運行継続

正・准組合員、JAをつなげる広報誌
づくりと月1回以上のプレスリリースによ
りJAの取組みを伝える

視聴者からの情報も取り入れた
タイムリーな動画配信

移動金融店舗車・移動販売車の定
期運行継続

【取組事項】

４. 農家の生産資材コスト低減への支援

2023年度 2024年度 2025年度

肥料・農薬予約率 72％

肥料・農薬高騰支援の予約引取値
引きの継続と生産出荷資材の支援
検討

肥料の銘柄集約と早期仕入による生
産コストの低減

ＡＩ事務機器の導入で効率化を図り、
購買担当者の農家訪問を実施

肥料・農薬予約率 73％

肥料の銘柄集約と早期仕入による生
産コストの低減

ＡＩ事務機器の導入で効率化を図り、
購買担当者の農家訪問を実施

肥料・農薬予約率 74％

肥料の銘柄集約と早期仕入による生
産コストの低減

ＡＩ事務機器の導入で効率化を図り、
購買担当者の農家訪問を実施

● ＪＡと生産部会組織の連携により生産資材の予約率を向上させる。

● 予約肥料・農薬の取引分を拡大させる。

● 購買事業の効率化を図り、生産資材の訪問推進により予約率を向上させる

【取組事項】
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重点実施事項
１. 将来を見据えた農業者の育成と支援の継続

2023年度 2024年度 2025年度

地域別生産者数
　　　  ・都市部　    922人
　　　  ・平野部　　1,537人
　　　  ・島しょ部　  243人
　　　  ・中山間部　 730人

地域別生産者数
　　　  ・都市部　    922人
　　　  ・平野部　　1,537人
　　　  ・島しょ部　  243人
　　　  ・中山間部　 730人

地域別生産者数
　　　  ・都市部　    922人
　　　  ・平野部　　1,537人
　　　  ・島しょ部　  243人
　　　  ・中山間部　 730人

小規模農家や兼業農家を含む多様
な担い手確保するため、農業塾の再
開を計画する

地域や農家の情報をもとに、新規
就農者や新規栽培者を堀り起こし、
栽培を推進する

農業者の労働力不足解消の手段と
して、生産部会を中心に農福連携を
すすめる

農業者の労働力不足解消の手段と
して、生産部会を中心に農福連携を
すすめる

農業者の労働力不足解消の手段と
して、生産部会を中心に農福連携を
すすめる

マルチャー作業支援と
ヘリ・ドローン防除を継続

農業塾を再開し、農業者の確保に
取り組む

地域や農家の情報をもとに、新規
就農者や新規栽培者を堀り起こし、
栽培を推進する

マルチャー作業支援と
ヘリ・ドローン防除を継続

農業塾を開催し、農業者の確保に
取り組む

地域や農家の情報をもとに、新規
就農者や新規栽培者を堀り起こし、
栽培を推進する

マルチャー作業支援と
ヘリ・ドローン防除を継続

● 多様な担い手と新規就農者の育成と確保を行う。

● 主要品目における新規栽培者の募集と既存栽培者の規模拡大を進める。

● 農作業支援の拡大や法人等に対する経営支援の強化を図る。

【取組事項】

２. 安定した農業所得確保への取り組み強化
● 篤農家や営農指導員の的確で迅速な指導により、農家所得を増大させる。

● 新たな設備整備構想への参加で出荷経費削減を目指すとともに、市場との連携により販売を強化する。

● 農畜産物の販売高を維持する。

2023年度 2024年度 2025年度

・「農の匠」による栽培技術の伝承
・出向く営農指導の継続とブロック制
による職員の協力体制の強化

・ＪＡ域を超えた集出荷施設整備構想
への参加
・市場関係者との連携強化により、情
勢に即応した有利販売の実施

農産物販売高　24億7千万円
うち  受託取扱高

　　　　16億2千万円
　独自米　5億4千万円
　産直市　3億1千万円

・「農の匠」による栽培技術の伝承
・出向く営農指導の継続とブロック制
による職員の協力体制の強化

・ＪＡ域を超えた集出荷施設整備構想
の具体化
・市場関係者との連携強化により、情
勢に即応した有利販売の実施

農産物販売高　24億7千万円
うち  受託取扱高

　　　　16億2千万円
　独自米　5億4千万円
　産直市　3億1千万円

・「農の匠」による栽培技術の伝承
・出向く営農指導の継続とブロック制
による職員の協力体制の強化

・ＪＡ域を超えた集出荷施設整備構想
の具体化
・市場関係者との連携強化により、情
勢に即応した有利販売の実施

農産物販売高　24億7千万円
うち  受託取扱高

　　　　16億2千万円
　独自米　5億4千万円
　産直市　3億1千万円

【取組事項】

３. 農作物の産地振興

2023年度 2024年度 2025年度

地域別生産面積
・都市部　　154ｈａ
・平野部　　907ｈａ
・島しょ部　  116ｈａ
・中山間部　326ｈａ

化学肥料を削減した栽培技術の導
入による生産コスト低減

高品質な移植苗・定植苗を安定的に
供給する

地域別生産面積
・都市部　　154ｈａ
・平野部　　907ｈａ
・島しょ部　  116ｈａ
・中山間部　326ｈａ

化学肥料を削減した栽培技術の普
及による生産コスト低減

高品質な移植苗・定植苗を安定的に
供給する

地域別生産面積
・都市部　　154ｈａ
・平野部　　907ｈａ
・島しょ部  　116ｈａ
・中山間部　326ｈａ

化学肥料を削減した栽培技術の普
及による生産コスト低減

高高品質な移植苗・定植苗を安定的
に供給する

● 地域特性を活かした基幹作物の面積維持・拡大と産地づくりを行う。

● 社会情勢に対応した栽培技術の導入と農家への普及を図る。

● 産地振興の基礎となる高品質な苗を安定的に供給する。

【取組事項】

５. 地域とのつながりを強化
● ＪＡと地域住民、農家と消費者とのつながりを深める広報活動を行う。

● 若年世代にJAに興味を持ってもらうためのデジタルコンテンツへの対応を進める。

● 移動金融店舗車・移動販売車の定期運行を継続する。

2023年度 2024年度 2025年度

正・准組合員、JAをつなげる広報誌
づくりと月1回以上のプレスリリースによ
りJAの取組みを伝える

動画配信に向けた広報活動を試行

移動金融店舗車・移動販売車の定
期運行継続

正・准組合員、JAをつなげる広報誌
づくりと月1回以上のプレスリリースによ
りJAの取組みを伝える

動画配信でタイムリーな情報発信を開始

移動金融店舗車・移動販売車の定
期運行継続

正・准組合員、JAをつなげる広報誌
づくりと月1回以上のプレスリリースによ
りJAの取組みを伝える

視聴者からの情報も取り入れた
タイムリーな動画配信

移動金融店舗車・移動販売車の定
期運行継続

【取組事項】

４. 農家の生産資材コスト低減への支援

2023年度 2024年度 2025年度

肥料・農薬予約率 72％

肥料・農薬高騰支援の予約引取値
引きの継続と生産出荷資材の支援
検討

肥料の銘柄集約と早期仕入による生
産コストの低減

ＡＩ事務機器の導入で効率化を図り、
購買担当者の農家訪問を実施

肥料・農薬予約率 73％

肥料の銘柄集約と早期仕入による生
産コストの低減

ＡＩ事務機器の導入で効率化を図り、
購買担当者の農家訪問を実施

肥料・農薬予約率 74％

肥料の銘柄集約と早期仕入による生
産コストの低減

ＡＩ事務機器の導入で効率化を図り、
購買担当者の農家訪問を実施

● ＪＡと生産部会組織の連携により生産資材の予約率を向上させる。

● 予約肥料・農薬の取引分を拡大させる。
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【取組事項】
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まちの話題をぎゅぎゅっとお届け！
下のアイコンはSDGsの17の開発目標に該当するものを掲載しています。NewsNewsNewsぎゅっとぎゅっとぎゅっとこれ

も

　SD
Gsこれ

も

　SD
Gs

JA松山市久万高原トマト部会は４月下旬、同部会の
篤農家が栽培経験の短い生産者を対象に知識や技術
を伝える「農の匠」の今年度の活動を開始した。就農１～
２年目の若手農家を重点的に指導し、収量増加につな
げる。
同日、大野千代利さん(76)と中嶋豊さん(71)が、新規

就農者４人のもとを訪れ、指導した。大野さんは「若手農
家は研究熱心で積極的に質問してくることに驚いてい
る。できる限りのアドバイスをして力になりたい」と話した。
就農１年目の岡本一弘さん(38)は「匠の指導を参考

に収量をあげて、安定した収入につなげたい」と話した。

ち よ とし

久枝

松山市高木町の門屋貴大さん（25）は５月下旬、
久枝幼稚園の園児51名をハウスに招待し、イチゴ
の収穫体験を開いた。農家の仕事を知ってもらおう
と、祖父の孝美さんが始めた活動を引き継ぎ、収穫
体験は今年で21年目となる。
当日は同園年長クラスの子どもたちが門屋さん

からの注意事項を聞いた後、「これが大きいよ」「甘
いね」と話しながら好きな形のイチゴを摘み取った。
門屋さんは「自分の幼稚園の近くでイチゴが作ら

れていることや、採れたてのイチゴのおいしさを知っ
てもらえたらうれしい」と笑顔で話した。

い
い
思
い
出
に
な
っ
た
ね
！

JA

JA松山市は５月中旬、当JAを担う管理職のマネジメント
能力の向上を目的に「次期幹部層育成プログラム」を開始し
た。各部や支所から30代～50代の20人が出席し、年間４
回開催する予定だ。
株式会社ビジネスコンサルタントの林秀行さんらを招き、

職員らは、組織の成果を上げるために必要なスキルや能力
についての研修を受けた。また、個人や組織の力を引き出す
方法を学び、当JAが抱える課題点を班ごとに共有し、解決
策を論じた。
林さんは「研修を通して、問題の発見と解決する力を習得

し、周囲へ影響力を与える人材になってほしい」と話した。

久万高原トマト部会

匠
の
指
導
は
若
手
が

大
き
く
成
長
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
ね
！

職
員
の
育
成
に

力
を
入
れ
る
よ
～
！！

講義を行う林さん園児に収穫の仕方を教える門屋さん 指導する大野さん(右)と就農１年目の岡本さん

石井

JA松山市女性部石井支部は５月初旬の３
日間、支所ロビーを色鮮やかに飾りつけるバラ
展を開き、訪れた人をもてなした。今年は、部
員12人が20点出品した。
当支部は、20年以上バラを栽培し、展示会
を開催している。今年は、雨風の影響を大きく
受け、例年よりも花弁が小さい出来となった。
部員の名田博美さん(75)は「来店者にバラの
香りや色を楽しんでもらえてうれしい。来年は
もっときれいな花を咲かせたい」と笑顔で話し
た。

バ
ラ
の
香
り
で

　
　
　
癒
さ
れ
る
ね
♪

展示していた満開のバラ

匠の技術を次代へ継承次代の組織をつくる職員を育成！ 女性部がバラのおもてなし地元の園児らがイチゴ収穫体験

耳をかたむける職員ら
岡本さんが育てる健康なトマト苗真っ赤なイチゴ採れ

たよ～！
毎年５月ごろ石井支

所で開催してい

ます

たかひろ

たかよし
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夏至の太陽
　夏至の頃の晴れた日、強い日差しにうなだれて歩いてい
ると、地面に落ちた影がとても短いことを実感します。夏至
の太陽は、一年で最も高くなります。夏至の正午
ごろ、沖縄では地面と太陽の角度が90度近くに
なり、太陽はほぼ真上にあります。
　６月下旬の夏至の頃に梅雨の中休みが続い
たり、早く梅雨が明けたりするときは、強烈な日
射による熱中症に注意が必要です。

気象予報士 檜山 靖洋

お天気カレンダー 四国地方の3ヶ月予報

８
月
気温：平年並か高い　降水量：平年並
　平年と同様に晴れの日が多いでしょう。気温
は、平年並または高い確率ともに40％です。

７
月

気温：平年並か高い　降水量：高い
　期間の前半は、平年と同様に曇りや雨の日が多いで
しょう。期間の後半は、平年と同様に晴れの日が多いで
しょう。気温は、平年並または高い確率ともに40%です。

６
月
気温：高い　降水量：平均並
　平年と同様に、曇りや雨の日が多いでしょう。

７
月や

さ
い
の
時
間

夏
野
菜
の
梅
雨
明
け
か
ら
の
管
理

　
気
象
庁
の
３
か
月
予
報
に
よ
る

と
、
今
年
の
梅
雨
入
り
は
平
年
並

み
、
梅
雨
明
け
は
平
年
並
み
か
遅
め

の
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
国
地

方
の
梅
雨
明
け
は
例
年
で
は
７
月
中

旬
ご
ろ
で
す
。
梅
雨
明
け
後
は
急
激

に
高
温
・
乾
燥
の
環
境
と
な
る
た

め
、
生
理
障
害
が
発
生
し
た
り
生
育

不
良
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
温
に
対
す
る
対
策
や
、
土
壌
水
分

を
急
激
に
変
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

上
手
な
潅
水

　
晴
天
が
続
く
と
急
激
に
土
壌
水
分

が
失
わ
れ
る
の
で
、
作
物
の
様
子
や

土
壌
の
乾
き
を
観
察
し
、
潅
水
し
ま

し
ょ
う
。
一
度
に
多
量
に
潅
水
す
る

の
で
は
な
く
、
毎
日
作
物
に
必
要
な

量
を
潅
水
し
ま
す
。
潅
水
す
る
時
間

帯
は
、
早
朝
か
気
温
が
下
が
る
夕
方

以
降
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
日
中
に
水

を
溜
め
る
よ
う
な
潅
水
は
、
昼
以
降

の
気
温
の
上
昇
で
水
温
が
上
が
る
こ

と
や
、
過
湿
に
よ
っ
て
根
が
傷
む
こ

と
が
あ
る
の
で
避
け
ま
す
。

作
物
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
一
日
あ

た
り
の
潅
水
量
の
目
安（
１
株
当
り
）

ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
…
１
〜
２
ℓ

キ
ュ
ウ
リ
…
…
…
…
…
…
2.5
〜
３
ℓ

ナ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
1.5
〜
３
ℓ

※
ナ
ス
の
潅
水
量
に
幅
が
あ
る
の
は

　
根
が
乾
燥
に
も
強
い
為
で
、
収
量

　
を
上
げ
る
に
は
潅
水
量
を
多
く
し

　
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
…
…
…
…
…
…
２
〜
３
ℓ

地
温
を
上
げ
な
い
管
理

　
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・

ピ
ー
マ
ン
の
地
温
の
適
温
は
20
℃
前

後
で
す
。
黒
マ
ル
チ
を
敷
い
て
い
る

場
合
は
、
梅
雨
明
け
後
は
地
温
が
高

く
な
り
す
ぎ
る
の
で
畝
の
マ
ル
チ
の

上
に
わ
ら
な
ど
を
敷
く
か
、
白
黒
マ

ル
チ
（
上
が
白
）
を
敷
い
て
地
温
の

上
昇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
畝
間
の
溝
に
も
根
は
伸
び
て
い
ま

　
す
の
で
、
畝
間
に
も
わ
ら
な
ど
を

　
敷
く
と
土
壌
の
乾
燥
か
ら
根
を
守

　
り
、
地
温
も
上
が
り
に
く
い
た
め

　
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

Q  

梅
雨
明
け
の
後
、
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

Ａ  

土
の
水
分
を
急
激
に
変
化
さ
せ
な
い
こ
と
！

　
ま
た
、
地
温
が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
対
策
を
！

ポイント

１

ポイント

２

黒マルチの上に敷
きわらをする

黒マルチの上に白
マルチを張る

銀マルチ（裏が黒）を張って栽
培している松山長茄子のほ場
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これ
も

　SD
Gsこれ
も

　SD
Gs NewsNewsNewsぎゅっとぎゅっとぎゅっと

JA

JA松山市は５月中旬、東京都で開かれた
2023年度日本農業新聞全国大会で、日本農
業新聞の普及活用に優秀な成績を収め、営
農・生活・文化の向上に寄与したとして「日本
農業新聞優秀賞」を受賞した。
当JAは2020年度から2022年度の３年間
で購読部数を増やし、教育広報活動に貢献し
た。役職員や農家組合員が購読している。
本大会は岸田文雄首相らが参加し、今後の
食料安全保障についての政策提案などが発
表された。

日
本
農
業
新
聞
は

農
家
に
と
っ
て
大
切
な

情
報
が
た
く
さ
ん
だ
ね
！！

JA

JA松山市は５月中旬、エダマメの本格的な出荷を前
に、国が定める農薬安全基準に沿って、安全性が証明され
た作物を消費者に届けようと残留農薬検査を実施した。
当JAの営農指導員が任意に、サンプルとなるエダマメ１

kgを収穫し、直ちに農林水産研究所に検査を依頼。２、３
日後に結果が通達され、農薬安全基準を満たしていれば、
全部会員が出荷を開始する。今期は部会員の重川鐵さん
(77)のほ場で収穫を実施。重川さんは「消費者に安心・安
全を訴えることができる証拠になれば」と話した。
当JAは、他にも全部会の生産者に対し、農薬の使用日

や回数を記入した管理台帳の提出なども徹底している。

徹
底
し
た
管
理
で
食
卓
に

安
心
・安
全
を
届
け
て

い
る
ん
だ
ね
！

重川さんのほ場でサンプルの収穫をする指導員

消費者に安心・安全を届ける！「日本農業新聞優秀賞」受賞！

検査には熟す前の実を使用します賞状を受け取る阿部
和孝組合長

てつ

日本農業新聞の普及・活用や教育広報活動に顕著な成
績を収めた６JAが岸田文雄首相らと記念撮影しました
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で
避
け
ま
す
。

作
物
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
一
日
あ

た
り
の
潅
水
量
の
目
安（
１
株
当
り
）

ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
…
１
〜
２
ℓ

キ
ュ
ウ
リ
…
…
…
…
…
…
2.5
〜
３
ℓ

ナ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
1.5
〜
３
ℓ

※
ナ
ス
の
潅
水
量
に
幅
が
あ
る
の
は

　
根
が
乾
燥
に
も
強
い
為
で
、
収
量

　
を
上
げ
る
に
は
潅
水
量
を
多
く
し

　
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
…
…
…
…
…
…
２
〜
３
ℓ

地
温
を
上
げ
な
い
管
理

　
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・

ピ
ー
マ
ン
の
地
温
の
適
温
は
20
℃
前

後
で
す
。
黒
マ
ル
チ
を
敷
い
て
い
る

場
合
は
、
梅
雨
明
け
後
は
地
温
が
高

く
な
り
す
ぎ
る
の
で
畝
の
マ
ル
チ
の

上
に
わ
ら
な
ど
を
敷
く
か
、
白
黒
マ

ル
チ
（
上
が
白
）
を
敷
い
て
地
温
の

上
昇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
畝
間
の
溝
に
も
根
は
伸
び
て
い
ま

　
す
の
で
、
畝
間
に
も
わ
ら
な
ど
を

　
敷
く
と
土
壌
の
乾
燥
か
ら
根
を
守

　
り
、
地
温
も
上
が
り
に
く
い
た
め

　
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

Q  

梅
雨
明
け
の
後
、
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

Ａ  

土
の
水
分
を
急
激
に
変
化
さ
せ
な
い
こ
と
！

　
ま
た
、
地
温
が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
対
策
を
！

ポイント

１

ポイント

２

黒マルチの上に敷
きわらをする

黒マルチの上に白
マルチを張る

銀マルチ（裏が黒）を張って栽
培している松山長茄子のほ場
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キ
ュ
ウ
リ

ナ
ス

ト
マ
ト

ピ
ー
マ
ン

サ
ト
イ
モ

春
ジ
ャ
ガ
イ
モ

褐色腐敗病

トマトトーンは頂芽にかかる
と葉が委縮するので花房の
みに処理します

ハダニ

ハスモンヨトウ

疫病

トマトトーンは頂芽にかかると
葉が委縮するので花房のみ
に処理します

摘
葉
・
摘
果

　
展
開
後
40
日
以
上
経
過
し
た
葉
を

中
心
に
摘
葉
し
ま
す
。
奇
形
果
な
ど

は
小
さ
い
う
ち
に
摘
果
し
、
樹
勢
を

維
持
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

ア
ブ
ラ
ム
シ

・
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤

　
　
　
　
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
　
2
0
0
0
〜
4
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
） 

炭
疽
病
・
ベ
と
病

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1
0
0
0
　
1
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
12
回
以
内
）

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
　
6
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

う
ど
ん
こ
病

・
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

整
枝
・
芽
か
き
・
摘
芯
・
摘
葉
・
摘
果

　
葉
の
付
け
根
か
ら
出
る
わ
き
目
は

か
ぎ
取
り
、
主
枝
１
本
仕
立
て
に
し

ま
す
。
主
枝
は
支
柱
の
高
さ
に
な
れ

ば
花
房
の
上
の
葉
２
枚
を
残
し
摘
心

し
ま
す
。
収
穫
の
終
わ
っ
た
花
房
よ

り
下
は
摘
葉
し
ま
す
。
１
花
房
で
３

〜
４
個
の
着
果
を
目
標
に
樹
勢
に

よ
っ
て
摘
果
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

ハ
ダ
ニ
類
に
も
効
果
あ
り

・
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
5
回
以
内
）

疫
病

・
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　
　
　
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤

　
　
　
　
1
0
0
0
〜
1
5
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

そ
の
他
の
管
理

　
ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
花
に
噴
霧
し
て

着
果
を
促
し
ま
す
。

（
気
温
20
℃
以
上
１
０
０
倍
）

整
枝
・
摘
果

　
枝
が
込
み
合
っ
て
く
る
と
着
色
不

良
や
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る

の
で
枝
の
間
引
き
を
し
、
株
の
中
に

光
線
を
入
れ
風
通
し
を
良
く
し
ま

す
。
樹
勢
維
持
の
た
め
、
奇
形
果
や

病
害
虫
の
被
害
果
は
早
め
に
摘
果
を

し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

ア
ブ
ラ
ム
シ

・
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
　
3
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
　
2
0
0
0
〜
4
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

ハ
ダ
ニ
類
に
も
効
果
あ
り

・
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

疫
病

・
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　
　
　
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

側
枝
の
切
り
返
し
剪
定

　
側
枝
は
着
蕾
し
た
上
の
葉
１
枚
を

残
し
て
摘
芯
し
、
更
に
収
穫
と
同
時

に
下
１
葉
を
残
し
て
剪
定
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

褐
色
腐
敗
病

・
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

う
ど
ん
こ
病
・
灰
色
か
び
病
・
す
す

か
び
病

・
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
・
ハ
ダ
ニ
類
・
チ
ャ

ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
・

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
カ
メ
ム
シ
類

・
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

そ
の
他
の
管
理

　
ト
マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
に
噴
霧

し
て
着
果
を
促
し
ま
す
。

収
穫

　
茎
葉
が
半
分
以
上
枯
れ
た
こ
ろ
、

土
が
乾
燥
し
て
い
る
晴
天
の
日
に
収

穫
し
ま
す
。
水
分
が
多
い
時
に
掘
り

取
る
と
腐
り
や
す
い
の
で
注
意
し
、

掘
り
起
こ
し
後
は
半
日
程
度
天
日
で

乾
か
し
て
か
ら
拾
い
集
め
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
の
防
除

　
芋
を
貯
蔵
し
て
い
た
ら
、
表
面
に

糞
が
出
て
中
に
蛾
の
幼
虫
が
い
た
場

合
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
の
被
害
で

す
。
被
害
を
防
止
す
る
方
法
は
、
収

穫
前
に
薬
剤
で
防
除
を
行
う
事
と
、

掘
り
取
っ
た
後
産
卵
さ
れ
な
い
よ
う

に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

・
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
7
日
前
ま
で
3
回
以
内
）

病
害
虫
防
除

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
・
ハ
ダ
ニ
類

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
7
日
前
ま
で
2
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

側枝の摘芯とわき芽の除去収穫時に一芽で切り返し

③
主
枝
か
ら
出
て
い
る
葉
を
摘
葉

炭疽病

うどんこ病

オオタバコガ

チャノホコリダニ

ジャガイモガ幼虫

ジャガイモガの糞

赤字の農薬は、毒物劇物農薬に該当します。
ご購入には印鑑が必要ですのでご持参ください。

約20日後
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キ
ュ
ウ
リ

ナ
ス

ト
マ
ト

ピ
ー
マ
ン

サ
ト
イ
モ

春
ジ
ャ
ガ
イ
モ

褐色腐敗病

トマトトーンは頂芽にかかる
と葉が委縮するので花房の
みに処理します

ハダニ

ハスモンヨトウ

疫病

トマトトーンは頂芽にかかると
葉が委縮するので花房のみ
に処理します

摘
葉
・
摘
果

　
展
開
後
40
日
以
上
経
過
し
た
葉
を

中
心
に
摘
葉
し
ま
す
。
奇
形
果
な
ど

は
小
さ
い
う
ち
に
摘
果
し
、
樹
勢
を

維
持
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

ア
ブ
ラ
ム
シ

・
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤

　
　
　
　
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
　
2
0
0
0
〜
4
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
） 

炭
疽
病
・
ベ
と
病

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1
0
0
0
　
1
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
12
回
以
内
）

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
　
6
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

う
ど
ん
こ
病

・
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

整
枝
・
芽
か
き
・
摘
芯
・
摘
葉
・
摘
果

　
葉
の
付
け
根
か
ら
出
る
わ
き
目
は

か
ぎ
取
り
、
主
枝
１
本
仕
立
て
に
し

ま
す
。
主
枝
は
支
柱
の
高
さ
に
な
れ

ば
花
房
の
上
の
葉
２
枚
を
残
し
摘
心

し
ま
す
。
収
穫
の
終
わ
っ
た
花
房
よ

り
下
は
摘
葉
し
ま
す
。
１
花
房
で
３

〜
４
個
の
着
果
を
目
標
に
樹
勢
に

よ
っ
て
摘
果
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

ハ
ダ
ニ
類
に
も
効
果
あ
り

・
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
5
回
以
内
）

疫
病

・
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　
　
　
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤

　
　
　
　
1
0
0
0
〜
1
5
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

そ
の
他
の
管
理

　
ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
花
に
噴
霧
し
て

着
果
を
促
し
ま
す
。

（
気
温
20
℃
以
上
１
０
０
倍
）

整
枝
・
摘
果

　
枝
が
込
み
合
っ
て
く
る
と
着
色
不

良
や
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る

の
で
枝
の
間
引
き
を
し
、
株
の
中
に

光
線
を
入
れ
風
通
し
を
良
く
し
ま

す
。
樹
勢
維
持
の
た
め
、
奇
形
果
や

病
害
虫
の
被
害
果
は
早
め
に
摘
果
を

し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

ア
ブ
ラ
ム
シ

・
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
　
3
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
　
2
0
0
0
〜
4
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

ハ
ダ
ニ
類
に
も
効
果
あ
り

・
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

疫
病

・
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　
　
　
1
0
0
0
〜
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

側
枝
の
切
り
返
し
剪
定

　
側
枝
は
着
蕾
し
た
上
の
葉
１
枚
を

残
し
て
摘
芯
し
、
更
に
収
穫
と
同
時

に
下
１
葉
を
残
し
て
剪
定
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

褐
色
腐
敗
病

・
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

・
プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

う
ど
ん
こ
病
・
灰
色
か
び
病
・
す
す

か
び
病

・
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
3
回
以
内
）

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
・
ハ
ダ
ニ
類
・
チ
ャ

ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
4
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
・

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
カ
メ
ム
シ
類

・
ア
ル
バ
リ
ン
顆
粒
水
溶
剤
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
2
回
以
内
）

そ
の
他
の
管
理

　
ト
マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
に
噴
霧

し
て
着
果
を
促
し
ま
す
。

収
穫

　
茎
葉
が
半
分
以
上
枯
れ
た
こ
ろ
、

土
が
乾
燥
し
て
い
る
晴
天
の
日
に
収

穫
し
ま
す
。
水
分
が
多
い
時
に
掘
り

取
る
と
腐
り
や
す
い
の
で
注
意
し
、

掘
り
起
こ
し
後
は
半
日
程
度
天
日
で

乾
か
し
て
か
ら
拾
い
集
め
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
の
防
除

　
芋
を
貯
蔵
し
て
い
た
ら
、
表
面
に

糞
が
出
て
中
に
蛾
の
幼
虫
が
い
た
場

合
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
の
被
害
で

す
。
被
害
を
防
止
す
る
方
法
は
、
収

穫
前
に
薬
剤
で
防
除
を
行
う
事
と
、

掘
り
取
っ
た
後
産
卵
さ
れ
な
い
よ
う

に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

・
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
7
日
前
ま
で
3
回
以
内
）

病
害
虫
防
除

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
・
ハ
ダ
ニ
類

・
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
　
2
0
0
0
倍

（
収
穫
7
日
前
ま
で
2
回
以
内
）

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

側枝の摘芯とわき芽の除去収穫時に一芽で切り返し

③
主
枝
か
ら
出
て
い
る
葉
を
摘
葉

炭疽病

うどんこ病

オオタバコガ

チャノホコリダニ

ジャガイモガ幼虫

ジャガイモガの糞

赤字の農薬は、毒物劇物農薬に該当します。
ご購入には印鑑が必要ですのでご持参ください。

約20日後
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７
月お

こ
め
の
時
間

７
月か

ん
き
つ
の
時
間

　久万高原町のHさんが、「畑でとったこん
にゃくイモを倉庫で保管していたところ花が
咲いた」と久万支所に持ってきてくれました♪
　濃紫色の縦長の花が咲いていました！

は
じ
め
て
見
た
ー
！

　5月末をもちまして堀江給油所は閉
店いたしました。
　長らくのご利用誠にありがとうござ
いました。

閉店のお知らせ閉店のお知らせ閉店のお知らせ
堀江給油所

摘
果

　
温
州
ミ
カ
ン
や
、
伊
予
柑
な
ど
中

晩
柑
の
摘
果
を
し
ま
す
。

　
摘
果
を
し
な
い
と
、
養
分
を
奪
い

合
っ
て
果
実
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ

た
り
、
翌
年
果
実
が
つ
き
に
く
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
摘
果
で
樹
の

負
担
を
軽
く
し
、
大
き
さ
と
味
の
そ

ろ
っ
た
果
実
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

※
注
意
す
る
こ
と

　
上
向
き
果
、
キ
ズ
果
、
日
焼
け

果
、
奇
形
果
を
中
心
に
摘
果
し
ま
す
。

※
果
実
1
個
に
対
す
る
葉
っ
ぱ
の
数

（
目
安
）

・
温
州
ミ
カ
ン
…
25
〜
30
枚
に
1
個

・
中
晩
柑
…
80
〜
1
0
0
枚
に
1
個

病
害
虫
防
除

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

７
月
中
旬
頃

・
コ
ル
ト
顆
粒
水
和
剤
　
3
0
0
0
倍

（
収
穫
前
日
ま
で
３
回
以
内
）

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
幼
虫
（
応
急
）

７
月
中
下
旬

・
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
　
4
0
0
倍

（
か
ん
き
つ
：
収
穫
14
日
前
ま
で
3

回
以
内
）

※
株
元
に
散
布
し
ま
す
。

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
ダ
ニ
カ
ッ
ト
乳
剤
20
　
1
0
0
0
倍

（
か
ん
き
つ〈
み
か
ん
除
く
〉は
収
穫

60
日
前
ま
で
１
回
以
内
、
み
か
ん
は

収
穫
14
日
前
ま
で
１
回
以
内
）

ダ
ニ
カ
ッ
ト
乳
剤
20
は
ハ
ダ
ニ
に
は

効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

黒
点
病

・
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
　
6
0
0
倍

（
か
ん
き
つ〈
み
か
ん
除
く
〉は
収
穫

90
日
前
ま
で
２
回
以
内
、
み
か
ん
は

収
穫
60
日
前
ま
で
2
回
以
内
）

・
ア
ビ
オ
ン
Ｅ

　
　
　
　
　
　
1
0
0
0
倍
を
混
用

※
前
回
の
散
布
か
ら
積
算
降
雨
量
が

2
0
0
㎖
に
な
る
か
、
25
日
経
過
す

れ
ば
散
布
し
ま
す
。

写
真
提
供
：
J
A
全
農
え
ひ
め

ミカンサビダニコナカイガラムシ

赤字の農薬は、毒物劇物農薬に該当します。
ご購入には印鑑が必要ですのでご持参ください。

Q  「
中
干
し
」っ
て
何
？

Ａ  

田
の
水
を
抜
い
て
、
小
ひ
び
が
入
る
ぐ
ら
い
土
を
乾
か
す

　
こ
と
！
土
中
に
酸
素
を
補
給
し
て
根
の
活
力
を
高
め
て
過
剰

　
な
分
げ
つ
を
抑
え
、
刈
取
り
時
の
作
業
性
を
高
め
ま
す
！

中間追肥と穂肥　品種ごとの施肥時期と施用量の目安 （10a当たり）

品種 田植日
穂肥（基肥が一発肥料は施用しない）

NK化成32号

25～30㎏

15～25㎏

10～15㎏

20～25㎏

20㎏

30㎏

30㎏

出穂の
目安

8月3日

8月2日

8月9日

8月28日

8月27日

9月1日

8月12日

施肥時期

7月15日～7月20日

7月15日～7月20日

7月25日～7月30日

8月10日頃

8月7日頃

8月12日頃

7月30日頃

PKミックス

20～30㎏

20㎏

20～30㎏

ー

ー

ー

20㎏

中間肥料

施肥時期

6月25日～7月5日
6月4日

6月25日～7月5日

7月1日～7月10日

ー

ー

ー6月18日

7月5日～7月14日

てんたかく

あきたこまち

コシヒカリ

ヒノヒカリ

クレナイモチ

早生

中生

モチ

にこまる

きぬむすめ

病害虫防除

品種ごとの目標茎数

（10a当たり）

応急防除

対象病害虫

ツマグロヨコバイ
ウンカ類 ・コブノメイガ

農薬名

パダンバッサ粒剤

散布量

4㎏

使用時期

収穫30日前まで

使用回数

5回以内

ワイドナーエース粉剤DL 4㎏ 収穫14日前まで 2回以内

収穫7日前まで 2回以内
いもち病・紋枯病・

ウンカ類
ツマグロヨコバイ・
コブノメイガ
ニカメイチュウ・
カメムシ類

ブラシンフロアブル　1,000倍
＋

アプロードロムダンモンカットエアー 
750倍
＋

アルバリン顆粒水溶剤
２,000倍

150ℓ 収穫21日前まで 2回以内

収穫7日前まで 3回以内

出穂期
防除

水
管
理

　
田
植
後
か
ら
中
干
ま
で
は
浅
水
の

間
断
潅
水
を
行
い
ま
す
。

中
干
し

　
田
植
え
後
30
日
ほ
ど
経
ち
、
目
標

茎
数
の
70
〜
80
％
に
な
っ
た
ら
中
干

し
を
始
め
、
小
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
に

干
し
上
げ
ま
す
。
省
力
施
肥
や
疎
植

栽
培
を
す
る
場
合
に
は
、
強
い
中
干

し
を
避
け
ま
す
。

出
穂
期

　
水
が
必
要
な
時
期
で
す
が
、
水
を

溜
め
た
ま
ま
に
せ
ず
間
断
潅
水
と
し
、

土
壌
水
分
を
80
％
に
保
ち
ま
す
。

病
害
虫
防
除（
下
表
）（
10
ａ
当
り
）

　
農
薬
は
使
用
基
準
を
守
り
、
他
の

作
物
や
ほ
場
外
へ
の
飛
散
と
、
河
川

へ
の
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

トビイロウンカによる坪枯 紋枯病

品　種

コシヒカリ

あきたこまち

にこまる
ヒノヒカリ

目標茎数

22本

24本

28～32本
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、
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なるほど！

農政のおはな
しなるほど！

農政のおはな
し

〔提供：JA愛媛中央会〕

第15回

食料・農業・農村基本法のポイント
「食料の輸入リスク」
食料・農業・農村基本法のポイント
「食料の輸入リスク」

　「食料・農業・農村基本法」の基本理念の一つに、「食料の安定供給の確保」が掲げられています。基本
法では、食料の安定供給は「国内の農業生産の増大」を基本とし、「輸入」と「備蓄」を組み合わせて確保
すると提起しています。また政府が定めている「食料・農業・農村基本計画」には、食料自給率の目標値が
定められており、令和12年までに食料自給率45%（カロリーベースの総合食料自給率）を掲げていますが、
現状では38%（令和３年度）に留まっています。これは、国内の食料供給の約６割を輸入に頼っているとい
うことでもあります。今回は、基本法で食料供給の安定のための主要な手段である輸入のリスクについて
ポイントを解説します。

２．食料の輸入リスク
　近年、ウクライナ情勢に伴う世界的な小麦・大豆などの食料用穀物や肥料・飼料といった原材料価格の
高騰など“不測”の事態の影響により、これらの多くを輸入に頼る日本は大きな影響を受けています。食料自
給率が低い状態で、突然、輸入が止まってしまえば、私たちの食べるものがなくなってしまう恐れがあるの
です。
　輸入リスクの上昇をはじめとしたあらゆる環境の変化に対応していくためには、“平時”つまり“普段”から
の食料安全保障の強化を改正法の目的に明記し、実践することが必要です。

１．日本の食料自給率
　食料自給率とは、国内に供給した食料のうち国内で生産した割合のことです。日本の食料自給率は、食
生活の変化により、米の需要が減少する一方で、輸入に頼っている牛肉などの畜産物や食用油などの油
脂類の消費が増大し、令和３年度の食料自給率は38％に留まっています。これは、先進国の中で最低の
水準となっています。

Vol.38

パンパンに実が入った枝豆をつくろう！

武智 元幹

　枝豆は発芽適温が25～30℃、生育適温が20～25℃ですので、これから種を播く方もいらっ
しゃるでしょう。今の時期から枝豆を作ると、「実が入らない」とか「カメムシにやられて苦い」など失
敗することもありますので、注意点をまとめてみました。産直市や自家用なら「湯上り娘」がおすすめ
です。また、7月初めに播種する「丹波種黒大豆」の枝豆は、自分で栽培してこそ味わえる品種です。

・開花期以降は水が多く必要になります。乾燥するとサヤに実が入らなかったり収量が減少してしまうので畦間
に湿り気があるように潅水します。また、降雨が続き畦間に水が溜まった状態だと根腐れが発生するので、排水
ができるようにしておきましょう。

・サヤが付き始めるころに、カメムシにやられると実が入りません。また、実が太ってからカメムシにやられると味
が苦くなります。この時期に植える枝豆は、サヤが見え始めたら農薬を必ず散布しましょう。

開花期以後収穫までの管理

・潅水や排水がいつでもできる圃場を選びましょう。
・枝豆は肥料をあまり必要としない作物で野菜跡では、原則元肥も追肥も必要ありません。肥料が多いと、葉や
茎ばかりが大きく育つ「ツルボケ」を発生することがあるので注意しましょう。

圃場準備・施肥

　コンクリート畦畔がまだなく、土畔だったころは、畔塗りをした畔に枝豆
を植えていて「あぜまめ」と呼んでいたみたいです。畔がほどよく水分を含
むことを利用していたのでしょう。そのくらい枝豆は水管理で実の入り方
が左右されるのです。

・播種の深さの目安は指の第一関節くらいの深さです。水をやりすぎると種が腐り
発芽しないので注意します。
・直播きの場合は鳥害を受けやすいので黒寒冷紗や防風ネットなどを活用し、本葉
2～2.5枚になったら除去します。その後はカラス対策としてテグスが有効ですが、
ハトには効かない場合があります。
・直播きで心配な鳥害や生育ムラは、移植することで抑えることができます。本葉が
2～2.5枚になったら移植します。

播種

カラスにもハトにも
有効な防鳥ネット

時期

莢肥大期～

開花期～

農薬名

アルバリン
顆粒水溶剤

トレボン乳剤

倍率

2000倍

1000倍

対象害虫名

カメムシ類

カメムシ類・
ハムシ類

使用時期・回数

収穫７日前２回以内

収穫14日前２回以内

実がしっかり入った枝豆

19 18
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川崎 良雄さん（76）
久万高原町日野浦

共
同
作
業
で
久
万
茶
を
守
る

　
藤
社
地
区
の
お
茶
農
家
は
、60
〜
90
歳

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、「
久
万
茶

を
絶
や
し
た
く
な
い
」と
い
う
共
通
の
思
い

が
あ
り
、川
崎
さ
ん
を
含
む
５
、６
軒
の

お
茶
農
家
は
、体
力
と
人
員
が
必
要
な
収

穫
を
共
同
で
作
業
す
る
こ
と
で
栽
培
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。機
械
で
刈
り
取
る

係
、袋
を
持
つ
係
な
ど
を
決
め
５
、６
人

が
集
ま
り
３
日
ほ
ど
か
け
て
収
穫
し
、美

川
茶
業
セ
ン
タ
ー
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
茶
葉
は
霜
で
焼
け
る
た
め
収
穫
量
が

天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、今
年
は
春
に

な
っ
て
か
ら
霜
が
降
り
る
こ
と
な
く
、暖

か
い
日
が
続
い
た
た
め
順
調
に
生
育
し

「
で
き
は
上
々
」と
川
崎
さ
ん
は
満
足
し
て

い
ま
す
。

自
慢
の
久
万
茶
を

　
　
　  

味
わ
っ
て
ほ
し
い

　
川
崎
さ
ん
は「
涼
し
く
て
、朝
霧
が
き

れ
い
に
出
る
地
域
は
お
い
し
い
お
茶
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。久
万
高
原
町
は

お
茶
の
栽
培
に
ぴ
っ
た
り
」と
話
し
ま

す
。50
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
台
木
を

守
り
続
け
る
た
め
、値
段
が
上
が
っ
た
化

成
肥
料
の
代
わ
り
に
鶏
ふ
ん
の
量
を
増

や
す
な
ど
し
て
、手
入
れ
を
し
な
が
ら
品

質
の
良
い
茶
葉
が
採
れ
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。今
年
の
お
盆
に

は
３
年
ぶ
り
に
遠
方
の

家
族
が
帰
っ
て
く
る
予

定
で「
自
慢
の
久
万
茶

で
迎
え
た
い
」と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

早
期
退
職
し

　
　
農
林
業
を
受
け
継
ぐ

　
久
万
高
原
町
日
野
浦
の
藤
社
地
区
で

久
万
茶
５
ａ
を
栽
培
す
る
川
崎
良
雄
さ

ん（
76
）は
、50
歳
の
時
に
建
設
会
社
を

早
期
退
職
し
、父
か
ら
農
林
業
を
受
け

継
ぎ
ま
し
た
。両
親
は
久
万
茶
栽
培
と

林
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、川
崎
さ
ん
は

そ
れ
に
加
え
、水
稲
25
ａ
と
ピ
ー
マ
ン
20

ａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。川
崎
さ
ん
は「
会

社
員
時
代
は
夜
中
に
仕
事
を
す
る
こ
と

も
多
く
、休
み
が
な
か
っ
た
。農
業
も
毎

日
作
業
が
あ
る
け
ど
、自
分
の
体
力
や

年
齢
に
合
わ
せ
て
栽
培
面
積
を
調
節
で

き
る
の
は
魅
力
」と
語
り
ま
す
。

両親から受け継いだ久万茶
共同作業で守り続ける栽 培 歴　 26年目

栽培面積　久万茶５ａ・
　　　　　水稲25ａ・ピーマン20ａ

Vo.６ぜひおいしい一番茶を飲んで
みて！

ふ
じ
こ
そ

1921 20
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　各
支
所・出
張
所
に「
俳
句
ポ
ス
ト
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
場
合
は
ふ
れ
あ
い
部
ま
で
。 

締
め
日
は
毎
月
10
日

※
応
募
い
た
だ
い
た
俳
句
は
、添
削
や
削
除
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
楷
書
で
は
っ
き
り
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
俳
句

ー 

髙
岡 

周
子 

選 

ー

愛
媛
若
葉
主
宰

地
球
儀
も
地
球
も
回
る
の
ど
か
さ
に

父
方
の
母
方
の
墓
所
雲
雀
鳴
く

走
り
梅
雨
木
々
に
樹
液
の
上
る
音

春
探
し
仕
切
り
直
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

病
む
妻
の
旅
待
ち
望
む
飛
花
落
花

山
本 

弥
生

忽
那 
十
畝
子

小
田 
虎
賢

今
井 

陽
奈
子

深
津 

健
次

白
梅
を
残
し
更
地
の
母
の
家

金
太
郎
乗
せ
悠
然
と
鯉
の
ぼ
り

麦
の
秋
文
字
書
く
や
う
に
風
う
ね
り

野
路
を
行
く
道
案
内
の
四
十
雀

菠
薐
草
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
出
せ

桜
蘂
散
り
敷
く
辺
り
避
け
て
行
き

老
鶯
の
良
く
鳴
く
ゴ
ル
フ
日
和
な
る

菜
の
花
の
一
景
胸
に
刻
み
こ
み

幼
子
の
歩
む
一
歩
に
た
ん
ぽ
ぽ
黄

紫
蘭
切
る
そ
の
花
言
葉
知
り
て
よ
り

薫
風
や
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
並
ぶ
医
院
跡

薔
薇
の
棘
水
に
沈
め
て
活
け
に
け
り

田
越
し
の
遅
れ
気
に
な
る
肩
痛
め

新
玉
葱
吊
る
さ
ま
幼
見
つ
め
を
り

大
凧
の
揚
が
る
河
原
を
駆
け
回
り

燕
来
る
居
間
の
硝
子
戸
す
れ
す
れ
に

関
根 

ち
よ
み

小
田 

龍
聖

小
田 

和
子

中
平 

初
代

芳
野 

志
朗

工
藤 

ま
ゆ
み

麓 

勝
子

吉
田 

直
哉

佐
川 

ス
ミ
エ

岸 

明
美

竹
浦 

か
け
る

木
幡 

忠
文

東
岡 

敏
枝

矢
野 

重
子

久
米 

隆

石
井 

宏

明
日
こ
そ
は
鳥
よ
り
先
に
さ
く
ら
ん
ぼ

窪
田 

孝
子

さ
く
ら
ん
ぼ
が
色
付
き
始
め
、も
う
少
し
待
と
う
と
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
野
鳥
が
さ
っ
さ
っ
と
啄
ん
で
し
ま
う
の
で
、よ
う

し
明
日
こ
そ
は
私
が
先
に
、と
意
気
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

原
　
句
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水
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開
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萌
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囀
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野
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事
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日
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開
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し
妻
の
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化
粧

少
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の
大
志
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に
麦
青
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夕
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ろ
一
つ
に
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咲
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七
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見
ご
ろ
の
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に
杖
を
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に
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大
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応募者の中から
表紙と同じ農作物をプレゼント！

5 人に クイズに
答えて 野

菜
の
ふ
し
ぎ
ク
イ
ズ

応募方法

daichi@ja-matsuyama.or.jp
●Eメールでのご応募

〒790-0003

松
山
市
三
番
町

　
　八
ー
三
二
五
ー一

Ｊ
Ａ
松
山
市

　
　
ふ
れ
あ
い
部

●ハガキでのご応募

※①～③全て記入

①
ク
イ
ズ
の
答
え

②
本
誌
の
意
見
・
身
近
な
話
題
・

　俳
句
・
そ
の
他
何
で
も

③
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

　電
話
番
号

63円

※写真はイメージです。
　生育状況などにより、農産物が準備できな
い場合は、㈱松山生協の商品券をお送りし
ます。ご了承ください。
※当選者発表は、プレゼントの発送をもってか
えさせていただきます。

【個人情報の取り扱いについて】
　応募の際に、ご記入いただいた個人情報は、
プレゼントの発送のためだけに使います。
　本人の同意を得ずに第三者に開示すること
はありません。

※応募は一人１枚限り有効
締切６月30日㈮消印有効

応募総数 76通 ありがとうございました。

   
   
 ＼今
月はエダマメ／

Q

ヒント

５月号の答え「②おはぐろ（黒い部分）
の反対部分に浅く切り込みを入れて
茹でる」

　独特のぬめりがあって栄養
豊富だよ！

❶ 

ピ
ー
マ
ン

❷ 

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

❸ 

ト
マ
ト

「
王
様
の
野
菜
」と
も
呼
ば
れ
る
夏

の
野
菜
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

後藤 昌栄さん
管理栄養士　JA愛媛厚生連

後藤 昌栄さん
JA愛媛厚生連　管理栄養士

ⓒよい食P

今月
の表紙は…

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

作り方
❶枝豆はゆでて、さやから出しておく。
❷スライスチーズ、薄切りハムは半分に切っておく
❸薄力粉と水を混ぜ合わせておく。
❹春巻きの皮を置き、手前にハムを置く。その上に枝豆を置き、
チーズを乗せて、最後にハムを乗せる。
❺手前、左右に巻いていき、最後に❸でのり付けする。巻き終わ
りを下にして、しばらく落ち着かせる。
❻フライパンに薄く油を引き、❺を両面焼く。

枝豆（正味）……………１８０ｇ
スライスチーズ…………５枚
薄切りハム ……………１０枚
春巻きの皮……………１０枚
薄力粉…………………少々
水 ……………………少々
こめ油 …………………適宜

材料（約10個分） エネルギー 133kcal／個

　チーズとハムの塩味で味付けなしでもOK。おつまみにも、お弁当のおかず
にもなります！

枝豆のチーズ春巻き枝豆のチーズ春巻きいただきま旬

理
事
会
だ
よ
り

　
２
０
２
３
年
５
月
26
日
に
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
、２
０
２
２
年
度
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

２
、２
０
２
２
年
度
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

３
、２
０
２
２
年
度
決
算
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

４
、会
計
監
査
人
再
任
の
報
告
と
監
査
報
酬
額
に
関
す
る
決
定
に
つ
い
て

５
、借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

６
、組
合
員
及
び
組
合
員
以
外
の
者
に
対
す
る
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
決
定
に
つ
い
て

７
、１
組
合
員
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

８
、組
合
員
以
外
の
者
１
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

９
、同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

10
、第
３
次
自
己
改
革
工
程
表
の
策
定
に
つ
い
て

11
、農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

12
、貸
出
金
の
承
認
に
つ
い
て

13
、２
０
２
３
年
度
通
常
総
代
会
議
長
選
出
に
つ
い
て

14
、基
金
協
会
へ
の
増
資
に
つ
い
て

15
、減
資
に
つ
い
て

16
、子
会
社
の
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
書
、貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、株
主
資
本

等
変
動
計
算
書
、及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て（
監
査
役
の
監
査
報
告
）

17
、子
会
社
の
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

※
ふ
た
り
ご
と
は
紙
面
の
都
合
上
お
や
す
み
で
す
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で
も

③
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

　電
話
番
号

63円

※写真はイメージです。
　生育状況などにより、農産物が準備できな
い場合は、㈱松山生協の商品券をお送りし
ます。ご了承ください。
※当選者発表は、プレゼントの発送をもってか
えさせていただきます。

【個人情報の取り扱いについて】
　応募の際に、ご記入いただいた個人情報は、
プレゼントの発送のためだけに使います。
　本人の同意を得ずに第三者に開示すること
はありません。

※応募は一人１枚限り有効
締切６月30日㈮消印有効

応募総数 76通 ありがとうございました。

   
   

 ＼今
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作り方
❶枝豆はゆでて、さやから出しておく。
❷スライスチーズ、薄切りハムは半分に切っておく
❸薄力粉と水を混ぜ合わせておく。
❹春巻きの皮を置き、手前にハムを置く。その上に枝豆を置き、
チーズを乗せて、最後にハムを乗せる。
❺手前、左右に巻いていき、最後に❸でのり付けする。巻き終わ
りを下にして、しばらく落ち着かせる。
❻フライパンに薄く油を引き、❺を両面焼く。
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こめ油 …………………適宜

材料（約10個分） エネルギー 133kcal／個
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にもなります！

枝豆のチーズ春巻き枝豆のチーズ春巻きいただきま旬
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に
全
議
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が
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計
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人
再
任
の
報
告
と
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に
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に
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定
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自
己
改
革
工
程
表
の
策
定
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て
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の
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長
選
出
に
つ
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て
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へ
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０
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２
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算
書
、株
主
資
本

等
変
動
計
算
書
、及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て（
監
査
役
の
監
査
報
告
）

17
、子
会
社
の
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

※
ふ
た
り
ご
と
は
紙
面
の
都
合
上
お
や
す
み
で
す
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家族のもの
がたり

環境に配慮した植物油インキを使用しています。
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地域に根づいた
ふれあい誌

ここね

両親へ
　いつも美味しいお米と野菜を作ってくれてありがとう。
　私たちそして孫の心音と倖太朗は、作ってくれた農作物ですくすく元
気に育ちました。
　二人は年齢を重ね、体力も減ってきているけれど、農業を頑張ってる
姿、応援しています。
　これからも健康には気をつけて長生きしてください。
　　

千春、千夏より

（左から）渡部 幸重さ
ん、千秋さん、菅 千夏さ

ん（次女）、正樹さん、

　　　   倖太朗くん、心
音ちゃん、大元 秀徳さ

ん、 千春さん（長女）




